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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/30     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月9日(2009.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯蔵安定性流動性ポリウレタン組成物であって、
（ａ）１種以上の炭化水素環含有ジイソシアネート及び／又はトリイソシアネートと、１
種以上のポリオールとから誘導された、１種以上のイソシアネート末端ポリウレタンプレ
ポリマーと、
（ｂ）１種以上のメチレンジアニリンの金属塩錯体と、
（ｃ）１種以上の酸ハライド基を有する１種以上の有機酸ハライド化合物を含み、前記酸
ハライド基が前記ポリウレタンプレポリマーの最低濃度約１００重量ｐｐｍで存在する量
で前記有機酸ハライド化合物が存在する、ポリウレタン組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載のポリウレタン組成物であって、下記の（ｉ）～（ｖ）、すなわち、
（ｉ）、前記ポリウレタンプレポリマーの約１０，０００重量ｐｐｍを最大濃度として前
記酸ハライド基が存在すること、又は
（ｉｉ）前記ポリウレタンプレポリマーが、メチレンジフェニルジイソシアネート、パラ
フェニレンジイソシアネート、トルエンジイソシアネート、及びそれらの組み合わせから
なる群から選ばれた１種以上の炭化水素環含有ジイソシアネートと、１種以上のポリオー
ルとから誘導されること、又は
（ｉｉｉ）前記メチレンジアニリンの金属塩錯体が、メチレンジアニリンの塩化ナトリウ
ム錯体であること、又は
（ｉｖ）前記メチレンジアニリンの金属塩錯体が、不活性有機キャリヤーに分散されてい
ること、又は
（ｖ）フタル酸ジオクチルが存在しないこと、
の一つを含むポリウレタン組成物。
【請求項３】
　前記不活性有機キャリヤーが、アジピン酸ジオクチルである請求項２に記載のポリウレ
タン組成物。
【請求項４】
　前記１種以上の有機酸ハライド化合物が、少なくとも約２２０℃の常圧沸点を有する有
機酸ハライド化合物からなる郡から選ばれた請求項１に記載のポリウレタン組成物。
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【請求項５】
　前記１種以上の有機酸ハライド化合物が、塩化フタロイルの異性体からなる群から選ば
れた請求項２に記載のポリウレタン組成物。
【請求項６】
　硬化型ポリウレタン組成物を貯蔵する方法であって、
　約３５℃の温度で少なくとも約９０日間、又は３５℃を超え約５０℃までの温度で少な
くとも約３０日間、又は約５０℃から約７０℃の温度で少なくとも約７日間硬化型ポリウ
レタン組成物を貯蔵することを含み、
　貯蔵中に５０℃で測定した時、前記硬化型ポリウレタン組成物が流動性かつ非弾性であ
り、
　そのポリウレタン組成物が、
（ａ）１種以上の炭化水素環含有ジイソシアネート及び／又はトリイソシアネートと１種
以上のポリオールとから誘導された、１種以上のイソシアネート末端ポリウレタンプレポ
リマーと、
（ｂ）１種以上のメチレンジアニリンの金属塩錯体と、
（ｃ）所望により、１種以上の酸ハライド基を有する１種以上の有機酸ハライド化合物と
を含み、
　前記１種以上の有機酸ハライド化合物を、前記ポリウレタンプレポリマーの約１００重
量ｐｐｍを最低濃度として前記酸ハライド基が存在する量とする、
　前記方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法であって、下記の（ｉ）～（ｉｖ）、すなわち、
（ｉ）約３５℃の温度で少なくとも約１８０日間、又は３５℃を超え約５０℃までの温度
で少なくとも約４５日間、又は約５０℃から約７０℃の温度で少なくとも約１４日間、前
記硬化型ポリウレタン組成物が、５０℃で測定した時、流動性組成物として、貯蔵される
こと、又は
（ｉｉ）貯蔵中の前記ポリウレタン組成物が、５０℃で１００，０００ｃｐｓ未満、好ま
しくは５０℃で３０，０００ｃｐｓ未満の粘度を有すること、又は
（ｉｉｉ）前記ポリウレタンプレポリマーが、メチレンジフェニルジイソシアネート、パ
ラフェニレンジイソシアネート、トルエンジイソシアネート、及びそれらの組み合わせか
らなる群から選ばれた１種以上の炭化水素環含有ジイソシアネートから誘導されること、
又は
（ｉｖ）遊離の前記ジイソシアネート及び／又はトリイソシアネートモノマーの量が、ト
ルエンジイソシアネート又はパラフェニレンジイソシアネートから誘導されたポリウレタ
ンプレポリマーの０．５重量％未満であり、かつメチレンジフェニルジイソシアネートか
ら誘導されたポリウレタンプレポリマーの４重量％未満であること、
の一つを含む方法。
【請求項８】
　前記金属塩が塩化ナトリウムである請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記メチレンジアニリンの金属塩錯体が、不活性有機キャリヤーに分散にされている請
求項６に記載のポリウレタン組成物。
【請求項１０】
　前記不活性有機キャリヤーがアジピン酸ジオクチルである請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　フタル酸ジオクチルが存在しない請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項６に記載の方法であって、
　前記硬化型ポリウレタン組成物が、１種以上の酸ハライド基を有する１種以上の有機酸
ハライド化合物を更に含み、
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　前記１種以上の有機酸ハライド化合物を、前記ポリウレタンプレポリマーの約１００重
量ｐｐｍを最低濃度として前記酸ハライド基が存在する量とする方法。
【請求項１３】
　請求項６～１２に記載の方法であって、
　前記１種以上のイソシアネート末端ポリウレタンプレポリマーが、メチレンジフェニル
ジイソシアネート、パラフェニレンジイソシアネート、トルエンジイソシアネート、及び
それらの組み合わせからなる群から選ばれたジイソシアネートモノマーと、１種以上のポ
リオールとから誘導される方法。
【請求項１４】
　ポリウレタンエラストマー製品であって、
（ａ）メチレンジフェニルジイソシアネート、パラフェニレンジイソシアネート、トルエ
ンジイソシアネート、及びそれらの組み合わせからなる群から選ばれたジイソシアネート
モノマーと、１種以上のポリオールから誘導された１種以上のイソシアネート末端ポリウ
レタンプレポリマーと、
（ｂ）１種以上のメチレンジアニリンの金属塩錯体と、
（ｃ）１種以上の酸ハライド基を有する１種以上の有機酸ハライド化合物であって、前記
酸ハライド基が、ポリウレタンプレポリマーの重量を基準にして最低濃度約１００重量ｐ
ｐｍで存在する量の有機酸ハライド化合物と、
　を含む貯蔵安定性ポリウレタン組成物を、約１００℃から１５０℃の範囲の温度に加熱
することを含む方法により製造されたポリウレタンエラストマー製品。
【請求項１５】
　最低約５ｃｍの厚み、好ましくは最低約１３ｃｍの厚みをもつ請求項１４に記載のポリ
ウレタンエラストマー製品。
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